
表層地質序説

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2011-09-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 加藤, 芳朗

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00006125URL



表 層地 質序 説

加 藤 芳 朗

最近、筆者は国土調査で「磐田図巾 jcv表層地質調査白一部を依頼された。表層地質調査とは一

体どん左 ζとを調べるDか因。てしま 。た。 一方、筆者もとれまで便宜宜甘K表層地質という言量を

使勾てきたりで、と白あたPで表層姐讃ということKついて考えてみるDも無駄ではあるまhと感

じて筆を執る次第である。

断片前左経験乏がら、ととで表層地置というもDを取りるげるK歪勺たいき古つを述べるDも冗

長在白で省〈。要するf'C1:れまでD経験から、地表付近では思勺たよ b物質D移動、堆績が活発で

あり、堆積物語積地形と対応した分布パターンをもら、また火山民なと異質駒田混入もありうる一

地表付言1i'1'LはそD独自由環境を反映した独特D作用が働いているりではないかと考えるK至。たD

であるo 1: CVょう左独特D作用Kついて表層地質現象、そむ産物を表層地質と呼ぶζとKずる。

表届地質

表層地質を機械的忙探古何メー トルまでと規定するととはでき在い。堆炭部で起る現象〈後述〉

白規僕や対輩。とらえ方Kよ勺τ採吉はいろいろである。要するK地表部D形態変性、牧国軍形成K

関与する地質D己とで事る。とれ充けD表現ではふつうD地質学で扱う対象と変ら念いが、地表面

在基準としてそ由形成過程在、~ ~徴視的Kみてゆきたいわけである。

表層地質現象の起る環境条件は本質的に制約されている。つまり、地表環境一一大気K接し、水

分、厳索、炭酸ガスが多〈、生物色棲息圏であb、いわゆる常温、常圧下む環境Kあるo 1: CVため

雌議Kは統 された独特白茸観〈自然地理学的量観〉が現われる。詞画地質現離はまた年代が若〈、

ぜいぜい洪積世後半期以降であるととも特色で畠る。

表層地質現象Kは、っき・D ょう左い〈つかむ側面白あるととが指摘される。

(司風.1l、土壌化現量

(同面的なA-ーダーで働〈侵蝕、移動、再椎様作用、 aと互K関連しながら働〈。土壌袋蝕、

タリープ、地すベム山〈す抗、構造土、ソリフラクシ ，ン左どがとれ忙属する。

(c) 火山噴出物、風成砂をど外来物質白降下堆棋。

(吋沖積平地む堆積作用。

己れらの区分はかな b便宜的である。しかし、 aはそD場で白岩石白変化現象である白K対して

他は移動、堆積とh う現象をとも左う点で異質的である。
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表尉地節且量は基盤地質、地形、気候、地史的現輩、人為~どK ょ，て規制古れる。

表層地質と基盤地質

表層地質K対して、よ b深い地質を基盤地質と呼ぶとすれば。基盤1配置はとれまでむふつう由

地質学が故q てきた内容庇ほぽ担当する。基盤地質は表層地質K対して、(0)材料蝿供者として白

石場日をもっとともK、(b):喪層地質現象を間接的K規制する因子として働〈。

岩石が地表K泌出するや、凪.it作用を受けて匝砕古れ、変質する。傾斜地ではとD過程で雨水、

重力伯作用Kよる移動再格績か起る。 ζむとき、 上位斜面から白異質岩0混入、火山灰、風戚砂

~どD挟在、混入、植物遺体(腐植、花粉、胞子、植物球殴体&ど〉白混入が起 P ‘母岩とは次

第陀組成を巽Kしつつ地表面K再配分古れるK至る。

基盤地質はそり!Il¥1t白離島、風化様式可侵蝕D紘易;zevcよP、表層地質白発達K対して、質

的、世的Kかな担巌留を与える。 ζ(1)-1刊は小出博(1953 )がか円て山地斜 面崩積物Kついて

明快K示したととがるる(小出陣、応問地質工、古今書院、 1蝿3)。

ふつう白地質図は多〈か基盤地質闘であ b、とれから表層地質甲状況を続みとるととはきわめ

てむずかしい。

表層地質と地形

地形を斜面白集合とみなした場合、マクロ&斜面、ミクロ&斜面を区別しうる。ど〈大ざ町ば

な表現在かりれば、たとえば洪積台地を平坦菌、開析谷斜面止h司プヒ...ーターでとらえれば、 ζ

れらは前者K属し、平坦面上申徴起伏を識別する精度でとらえれば後者忙属すると、と tc~ る。ミ

クロな斜面(地形要素)は多〈白場合、 表層地質現象D結果形成されたとみ ~しうる。

マクロ&斜面形成Kは外的作用〈侵蝕.堆積〉白他虻地裁選動、火山作用なとD嬰因が関与す

るととが多い。 しかし、とうい，た要因白膨響をうけつつも表層地質現象D長年Kわたる積み重

な9<1>結来形成されたとみる ζともできる。己申意味では、ミクロ&斜面はマク固な斜面形成過

程白現地点Kかける姿を示しτいるとも解せられる。

一方、現量的Kは、マクロ~斜面は表層地質説草K対して活動D舞台を揖供ずるも 白である。

斜面白向車‘傾斜は、太陽輔射や漏水D再配舟‘重力D強吉を決定し、表面物質D移動、集積D

様式K強い皇居嘗を与える。

表層地質と気候

表層地質現象は気侯(1)l!i醤を強〈受ける。乾燥、半乾燥地域では機線的風.itが卓越し、豪雨的

~陶羽目他は風D作用をつよ〈受けるし、寒冷気候では氷雪自作用をつよ〈うけ 、 表層物質K対

し、周氷M気候下D構造上、ソリアラヲクシ gンとh内た特有む擾乱作用をもっ。温暖湿潤域で
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は化学風化tJ'車越し、lIi:力 tt:.l.るタリープ‘地すベり、山〈ずれ、 雨水Kよる俊蝕~ど水分K関

連した移動現象がある。一面また 繁茂した備物被がとれらむ移動現量白活発~進行在世1) してい

るようKも見える。 ζ自他に‘気侯一生物帯と対応して特有<Dj損型が生成すると hヲたようK

表層地質現象台よびそむ建物は気候と対応し、またとれを利用して埋没地表面白古気候を推定L

ょうとする試みもさかん陀行生われている。

表層地質と人為

人聞による諜林D伐探‘捌謹&ど効司すなわれると、地表付近D環境条件K著しい変化をきたす

ととに~ ~.新しい環境忙適応すべしとれまでとは典 。た表層地質現訟がひき起吉れる。日本

内地DょうK相当古〈から人為D加えられてhるととろでは、表層地質K対して栂当町彰醤があ

るものと見られる。植被D敏雄は流出水を増大吉せ、侵蝕.堆積現融を活発にする。 ζD傾向は

すで忙多〈白人t<:l:~て指摘されてhるととるである。

曹層地質と地史的背畢

古土壌~どを指標とする埋没地表面は第四紀学でも次第K注目古れつつあるが、表層地質白研

究が進1rVC つれて、埋没地表面白識別、解析が~ ~進歩するととが期待古れる。

表層地質現象はそ白性格から年代田若いもりであb、必然的K考古学造物と関連をも勺て〈る。

考古学遺物を年代決定巨利用するととができるとともK、逆K、考古学K対して当時。地表状態

K閲する知讃を提供するようt<:~る ζ とが念厭である。

厳近、土壌学でも最表層巴腐植忙富1r~ゴ画中から花粉を舟離して組成在調べる研究が始ま ー て

いるが、花粉f画序学白発達とともK、表層地質D年代推定、そ白他K有望&新分野でるる。

表層地質白地域性が地史的背量Kつ~がる点も注目すべきである。 ζれは、現在白表層地質現

融を規制している基盤地質とtJ・地形が、地史的産物であるととに他~ら乏い。 己 D観点K立 。て

表層地質を整理し、系統づけるととは、表層地質を基盤地質と結びつけ、さら忙は地質学を 表

届地質K関連する士捜学‘地形学、考古学、生牧洋などと有機的Kつ&ぎ合わせゐ <Dt<:役立ってと

あろう。

表層地質とλ凋活動

広〈地学と人間活動とD関係をながめた時、活動D喝を宇宙大気、水面ー地表面.地中と分

けたらどうであるうか。 ζ<D5ち地表面は人間活動K対しそ自足場として最も密着したも白であ

る。地理学ではζれを主K地形と結びつけて考えているが、そ乱K表層地質も加味して「地表面J

として総合的K表現したらどうであろう湯、酎憐生産や構築物白基礎、道路、宅地造成、用排

水&ど白土木工学と表層地質とは密接&関係Kあb、表層地質D応用分野はかな b広いととが認

識古れるDである。
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